




緒言 

薬物喘息を誘発する薬物としては,多くのものが挙げられている。中でも aspirin をはじめ

とする非ステロイド性抗炎症薬によるものがよく知られている｡しかし,これらの薬物喘息

に関する基礎的研究は少ない。臨床上これらの薬物は主として経口適用されるが,動物実験

における基礎的研究を行う場合,薬物を気道に局所適用させ,全身反応による影響を避ける

ことが必要である。そこで本研究では,イヌを用いて薬物吸入下に気道抵抗を測定する方法

を考案し検討した。 


